
 

 

大
阪
平
和
委
員
会
理
事
長 

 

近
藤 

正 
昨
年
は
朝
鮮
半
島
の
南
北
会
談
に

は
じ
ま
り
、
米
朝
の
首
脳
会
談
に
ま

で
結
び
つ
き
ま
し
た
。
翁
長
さ
ん
急

逝
に
よ
る
知
事
選
挙
で
は
、
安
倍
政

権
ぐ
る
み
の
介
入
を
跳
ね
返
し
、「
オ

ー
ル
沖
縄
」
と
全
国
的
な
支
援
で
玉

城
デ
ニ
ー
知
事
を
誕
生
さ
せ
一
年
を

締
め
く
く
る
快
挙
で
し
た
。 

今
年
は
日
本
平
和
委
員
会
７０
周
年

記
念
大
会
の
年
で
す
。
ま
た
、
い
っ

せ
い
地
方
選
挙
、
参
議
院
選
挙
の
年
。

平
和
委
員
会
の
独
自
課
題
で
あ
る
仲

間
増
や
し
を
真
剣
に
取
り
組
み
全
国

上
げ
潮
の
中
で
会
員
目
標
を
達
成
さ

せ
ま
し
ょ
う
。 

 

新
し
い
時
代
の
扉
開
く
兆
し 

正
、  

 
 
 

天
王
寺
・
代
表 

大
江
憲
夫 

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
ウ
ソ
に
ま
み
れ
た
ア
ベ
政

治
を
退
陣
さ
せ
る
年
で
す
。
昨
年
は

憲
法
９
条
改
定
阻
止
、
沖
縄
県
知
事

選
勝
利
と
い
う
二
つ
の
国
民
的
課
題

で
重
要
な
成
果
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

追
い
詰
め
ら
れ
焦
っ
た
官
邸
・
自
公

は
１２
月
１４
日
辺
野
古
大
浦
湾
に
新

基
地
建
設
の
土
砂
投
入
強
行
と
い
う

無
法
な
暴
挙
を
開
始
し
ま
し
た
。
満

腔
の
怒
り
に
震
え
ま
す
。
権
力
を
私

物
化
し
国
民
の
暮
ら
し
を
顧
り
み
ず 

財
界
奉
仕
と
軍
拡
、
消
費
税
増
税
へ

と
狂
奔
す
る
「
ア
ベ
自
公
政
権
許
さ 

         

ず
」
の
力
を
集
め
、
地
方
選
、
参
院

選
で
決
定
的
審
判
を
下
し
ま
し
ょ
う
。 

 

 
 
 

東
大
阪
・
会
長 

齋
藤
孝
義 

 
１１
月
１７
日
東
大
阪
の
総
会
で
お

祝
い
に
来
ら
れ
た
上
羽
事
務
局
長
か

ら
こ
う
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
東
大
阪

は
財
政
的
に
大
阪
平
和
委
員
会
の
支

柱
と
い
っ
て
よ
い
存
在
だ
。
東
大
阪

が
倒
れ
る
と
大
阪
も
危
う
く
な
る
。

そ
ん
な
自
覚
を
も
っ
て
ほ
し
い
」
実

は
上
羽
事
務
局
長
が
心
配
す
る
の
も

無
理
は
な
く
会
員
数
が
２
０
０
を
切

る
有
様
で
す
。
だ
か
ら
当
然
新
年
の

抱
負
と
し
て
は
組
織
を
守
る
こ
と
で

す
。
会
員
拡
大
と
言
い
た
い
と
こ
ろ

で
す
が
、
こ
れ
以
上
減
ら
さ
な
い
こ

と
を
抱
負
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

来
年
は
組
織
拡
大
の
最
大
の
功
労
者

で
あ
る
小
林
徳
子
さ
ん
の
卒
寿
の
年

で
す
。
式
典
の
４
月
２８
日
は
増
勢
で

喜
び
あ
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 
 
 
 
 
 

堺
・
会
長 

片
山
直
規 

 

１１
月
２５
日
総
会
・
映
画
会
を
行
い

ま
し
た
。
総
会
で
は
、
昨
年
の
和
歌

山
友
が
島
砲
台
跡
め
ぐ
り
に
続
く
淡

路
島
の
由
良
砲
台
跡
を
中
心
に
し
た

戦
跡
め
ぐ
り
が
平
和
バ
ス
ツ
ア
ー
と

し
て
定
着
し
て
き
た
こ
と
や
そ
の
レ

ポ
ー
ト
を
「
堺
平
和
の
た
め
の
戦
争

展
」
で
披
露
で
き
た
こ
と
、
ま
た
「
ヒ

バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
が
４
４
５
筆

(

全
国
８
３
０
万)

集
ま
っ
た
こ
と
な

ど
が
前
進
面
と
し
て
確
認
さ
れ
ま
し 

た
。 

 

総
会
後
の
「
コ
ス
タ
リ
カ
の
奇
跡
」

の
上
映
で
は
、
４０
人
近
く
が
鑑
賞
し
、 

軍
隊
の
な
い
国
コ
ス
タ
リ
カ
の
歴
史

や
自
然
・
文
化
・
国
民
性
な
ど
を
詳

し
く
映
像
を
通
し
て
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
軍
隊
に
使
っ
て
い
た
お

金
を
医
療
、
教
育
、
文
化
、
住
宅
に

回
し
た
ら
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

２
０
１
９
年
は
、
若
い
会
員
の
間

で
「
も
っ
と
頻
繁
に
、
気
軽
に
映
画

会
開
き
た
い
」
と
の
声
が
あ
が
っ
て

い
る
の
で
、
映
画
会
の
企
画
を
増
や

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
１
０
０
名
の

会
員
を
ぜ
ひ
実
現
し
た
い
の
で
い
つ

も
手
に
申
込
み
用
紙
を
持
つ
よ
う
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 
 
 
 

生
野
・
会
長 

戸
井
逸
美 

１０
月
か
ら
の
消
費
税
１０
％
へ
の
引

上
げ
や
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
軽
減
措
置
を
廃
止
す
る
な
ど
、
社

会
保
障
を
狙
う
一
方
、
中
期
防
衛
力

整
備
計
画
の
予
算
額
が
過
去
最
大
の

２５
兆
４
７
０
０
億
円
と
す
る
方
針
を

安
倍
内
閣
は
決
め
た
。 

「
命
削
っ
て
軍
拡
に
」
こ
れ
を
阻

止
す
る
「
軍
縮
で
命
健
康
を
肥
や
そ

う
」
。
念
頭
に
当
た
り
統
一
地
方
選
、

参
院
選
で
ア
ベ
・
イ
シ
ン
が
崩
壊
す

る
こ
と
を
祈
願
す
る
。 

 
 

 

 
 
 

 
 

 
(

１２
月
１２
日
実
施) 

 

５
年
前
に
再
建
総
会
を
し
た
同
じ

１２
日
、
第
６
回
総
会
を
１８
歳
か
ら

８８
歳
ま
で
の
幅
広
い
３５
名
で
開
催
。 

今
回
の
一
部
は
、
会
員
で
も
あ
る

前
市
会
議
員
北
山
良
三
氏
よ
り
、「
カ

ジ
ノ
万
博 

ど
ー
す
る
大
阪
」
と
題

す
る
ミ
ニ
講
演
で
学
習
し
ま
し
た
。 

 

日
本
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
実
態
と
強

行
採
決
さ
れ
た
カ
ジ
ノ
実
施
法
の
概

要
、
カ
ジ
ノ
推
進
者
の
ゴ
マ
カ
シ
か

ら
話
が
入
り
ま
し
た
。
カ
ジ
ノ
万
博

の
問
題
点
で
は
、
①
万
博
の
テ
ー
マ

が
「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ

イ
ン
」
と
い
う
の
に
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル

依
存
症
で
い
の
ち
や
生
活
を
奪
っ
て

い
い
の
か
！
②
万
博
費
用
の
他
に
、

夢
洲
の
基
盤
整
備
に
３
２
５
０
億
も

の
公
金
が
投
入
さ
れ
て
い
い
の
か
、

③
夢
洲
は
ゴ
ミ
埋
立
の
危
険
な
土
地

で
災
害
に
最
も
弱
い
場
所
、
大
量
の

来
場
者
を
集
め
る
の
は
極
め
て
危
険

で
あ
る
、
な
ど
万
博
と
カ
ジ
ノ
を
切

り
離
し
て
、
開
催
場
所
の
変
更
と
カ

ジ
ノ
を
止
め
る
運
動
、
来
年
の
選
挙

で
審
判
を
！
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。 

二
部
は
、
穐
久
会
長
の
挨
拶
、
亡

く
な
ら
れ
た
会
員
へ
黙
祷
、
大
阪
平

和
委
員
会
の
山
本
樹
事
務
局
員
か
ら

連
帯
あ
い
さ
つ
と
続
き
、
乾
杯
後
、

恒
例
の
忘
年
会
に
入
り
ま
し
た
。
少

し
お
腹
が
ふ
く
れ
た
と
こ
ろ
で
、
２

０
１
８
年
の
活
動
報
告
と
今
後
の
方

針
、
会
計
報
告
・
監
査
報
告
、
次
期

役
員
を
拍
手
で
確
認
し
ま
し
た
。 

 
そ
の
後
は
、
参
加
者
全
員
が
平
和

へ
の
思
い
や
近
況
な
ど
一
言
ず
つ
発

言
し
、
決
意
を
固
め
あ
っ
て
交
流
。 

前
日
か
ら
仕
込
ん
だ
お
で
ん
が
好
評

で
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
数
個
残
っ
た
だ

け
、
分
担
し
た
手
料
理
も
す
っ
か
り

平
ら
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

赤
旗
日
刊
紙
に
折
り
込
ん
だ
チ
ラ

シ
で
４
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
カ
ン

パ
も
い
た
だ
き
１
名
が
会
員
に
な
っ

て
く
れ
ま
し
た
。 

                             
 

 

   2018 年 12 月 25 日（火） 

《2019 年１月の行事予定》  
９日(水） 第 3回理事会 18:00～ 新年会 19:30  

12 日(土) 青年研修会 13:30 ＠東京（～13 日 12:30） 

14 日(休) 日本平和委員会女性委員会 13:00～15:30  

19 日(土) 関西ブロック会議 午前 10:00 

 神戸市生涯支援センター・コミスタこうべ 

25 日(金) 9 条改憲 STOP！環状線全駅作戦 18:00 桜ノ宮駅

26 日(土) 関西原水協学校 13:00 かんぽの宿富田林 

      緒方康夫氏・安井正和氏講演（～27 日 11:30）
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平和憲法革命 

ソレッ！ヤルゾ―ッ！ 



 

大
阪
平
和
委
員
会
・
女
性
委
員
会

は
１２
月
９
日
、
天
王
寺
区
内
で
英
国

エ
セ
ッ
ク
ス
大
学
人
権
セ
ン
タ
ー
の

藤
田
早
苗
さ
ん
を
招
い
て
講
演
会
を

開
催
。
参
加
は
、
英
字
新
聞
の
外
国

人
記
者
、
Ｍ
Ｂ
Ｓ
な
ど
メ
デ
ィ
ア
関

係
者
、
弁
護
士
、
高
校
生
・
大
学
生

な
ど
会
場
い
っ
ぱ
い
の
６０
人
。 

 

藤
田
さ
ん
は
「
国
際
社
会
か
ら
見

た
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、

貧
困
」
と
題
し
て
多
数
の
写
真
を
使

用
し
て
９０
分
以
上
に
わ
た
り
熱
弁
を

ふ
る
い
ま
し
た
。
以
下
は
そ
の
骨
子
。 

 

「
生
ま
れ
て
き
た
人
間
す
べ
て
に

対
し
て
、
そ
の
人
が
能
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
に
、
政
府
は
そ
れ
を
助
け

る
義
務
が
あ
る
。
そ
の
助
け
を
要
求

す
る
権
利
が
人
権
。
人
権
は
誰
に
で

も
あ
る
。
人
が
す
る
こ
と
を
尊
重
し
、

不
当
に
制
限
し
な
い
こ
と
。
人
を
虐

待
か
ら
守
る
こ
と
。
人
が
能
力
を
発

揮
で
き
る
条
件
を
整
え
る
こ
と
。
こ

の
尊
重
、
保
護
、
充
足
の
義
務
の
主

体
は
行
政
、
国
家
」
「
第
２
次
大
戦

前
、
人
権
は
国
内
問
題
（
内
政
不
干

渉
）
で
あ
っ
た
が
、
第
２
次
大
戦
中

の
著
し
い
人
権
侵
害
へ
の
反
省
か
ら

国
内
事
項
か
ら
国
際
関
心
事
と
な
り
、

人
権
尊
重
は
国
連
の
主
目
的
の
ひ
と

つ
と
な
っ
た
」
「
日
本
で
は
、
市
民

の
側
に
立
ち
権
力
を
監
視
す
る
の
が 

メ
デ
ィ
ア
の
役
割
な
の
に
、
記
者
ク

ラ
ブ
制
度
の
た
め
ア
ク
セ
ス
ジ
ャ
ー 

ナ
リ
ズ(

権
力
か
ら
情
報
を
も
ら
う

見
返
り
に
、
権
力
に
都
合
の
悪
い
こ

と
は
書
け
な
い)

に
な
っ
て
い
る
。
強

姦
罪
の
認
知
件
数
が
百
万
人
に
１０
人 

（
英
国
は
百
万
人
に
５
１
０
人
）
と 

少
な
い
。
そ
の
背
景
に
は
女
性
警
察

官
が
全
体
の
８
％
と
少
な
く
、
男
性

警
察
官
が
マ
ネ
キ
ン
を
用
い
て
強
姦

の
様
子
を
再
現
さ
せ
る
（
セ
カ
ン
ド

レ
イ
プ
）
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
今

年
１０
月
か
ら
の
生
活
保
護
費
引
き
下

げ
に
つ
い
て
、
国
連
で
は
こ
れ
を
懸

念
し
見
直
し
を
求
め
る
４
人
の
国
連

特
別
報
告
の
共
同
声
明
が
５
月
に
出

た
。
こ
の
引
き
下
げ
は
‶
後
退
禁
止

原
則
〟
か
ら
も
許
さ
れ
な
い
」 

 

次
は
２５
歳
の
青
年
の
感
想
文
― 

「
国
際
社
会
の
考
え
と
日
本
政
府

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
こ
こ
ま
で
大
き
い

も
の
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
‶

個
人
通
報
制
度
〟
（
人
権
侵
害
を
受

け
た
個
人
が
人
権
条
約
機
関
に
直
接

訴
え
、
救
済
を
求
め
る
制
度
。
日
本

は
こ
の
制
度
が
使
え
な
い
）
と
後
退

禁
止
原
則
を
し
っ
か
り
覚
え
て
帰
り

た
い
と
思
い
ま
す
」 

講
演
、
司
会
・
開
会
閉
会
挨
拶
、

音
楽
演
奏
も
す
べ
て
女
性
、
女
性
づ

く
し
の
つ
ど
い
で
し
た
。 

 

          

 

―
核
兵
器
な
き
世
界
へ
― 

大
阪
平
和
委
員
会
も
事
務
局
を
務

め
た
「
核
兵
器
な
き
世
界
へ 

映
画

と
ト
ー
ク
の
つ
ど
い
」
が
、
１２
月
１

日
午
後
１
時
半
～
午
後
８
時
ま
で
大

阪
市
内
で
６
０
０
人
の
参
加
で
開
催

さ
れ
、
大
成
功
を
収
め
ま
し
た
。 

つ
ど
い
は
、
山
川
美
英
・
寝
屋
川

市
原
爆
被
害
者
の
会
会
長
の
挨
拶
で

始
ま
り
、
「
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
１

９
４
５ 

ア
ン
ジ
ェ
ラ
ス
の
鐘
」
の

上
映
と
同
映
画
監
督
の
有
原
誠
二
さ

ん
の
ト
ー
ク
、
映
像
「
広
島
の
記
憶 

幻
の
原
爆
フ
ィ
ル
ム
で
歩
く
広
島
」

上
映
と
広
島
で
被
爆
し
た
森
容
香
さ

ん(

枚
方
市
原
爆
被
害
者
の
会
会
長)

の
ト
ー
ク
、
「
ア
オ
ギ
リ
に
た
く
し

て
」
上
映
と
同
映
画
で
主
人
公
の
母

親
役
を
演
じ
た
女
優
の
斎
藤
と
も
子

さ
ん
の
ト
ー
ク
、
そ
し
て
最
後
に
事

務
局
長
の
梅
田
章
二
弁
護
士
の
閉
会

挨
拶
で
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。
ま
た
、

映
画
上
映
と
ト
ー
ク
の
合
間
に
は
ケ

イ
シ
ュ
ガ
ー
さ
ん
に
よ
る
「
ピ
ア
ノ

弾
き
語
り
」
や
う
た
ご
え
協
議
会
に

よ
る
う
た
ご
え
も
ち
り
ば
め
ら
れ
、

長
丁
場
の
息
抜
き
の
役
割
を
果
た
し

ま
し
た
。 

 

 

 

「
住
民
の
命
を
守
り
、
自
衛
隊
の

実
弾
演
習
に
反
対
す
る
あ
い
ば
野
集

会
」
が
１２
月
８
日
滋
賀
県
高
島
市
内

で
関
西
６
府
県
３
５
０
人
の
参
加
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
集
会
は
、
１１
月
１４
日
あ
い
ば

野
演
習
場
で
大
阪
の
第
３７
普
通
科
連

隊(

和
泉
市
駐
屯)

に
よ
る
８１
㍉
迫
撃

砲
の
射
撃
訓
練
中
に
発
射
さ
れ
た
弾

丸
が
国
道
３
０
３
号
の
道
路
に
直
撃
、

民
間
車
両
の
窓
ガ
ラ
ス
を
破
損
し
た

事
件
に
抗
議
す
る
た
め
「
あ
い
ば
野

平
和
運
動
連
絡
会
」
な
ど
３
団
体
の

呼
び
か
け
で
開
か
れ
た
も
の
。 

 

大
阪
平
和
委
員
会
か
ら
は
、
旭

区
・
芦
田
会
長
、
和
泉
・
寺
田
副
会

長
ら
が
参
加
。 

大
阪
平
和
委
員
会
が
独
自
に
作
成

し
た
横
断
幕
が
集
会
後
の
町
内
デ
モ

の
先
頭
幕
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。 

 

な
お
、
こ
の
「
横
断
幕
」
は
、
集

会
終
了
後
、
大
阪
平
和
委
員
会
か
ら

‶
地
元
の
運
動
に
役
立
て
て
ほ
し
い

〟
と
集
会
で
あ
い
さ
つ
を
し
デ
モ
の

先
頭
で
歩
い
た
「
あ
い
ば
野
平
和
運

動
連
絡
会
」
の
早
藤
吉
男
さ
ん
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。 

 

大
阪
平
和
委
員
会
は
、
安
倍
政
権 

が
沖
縄
県
知
事
選
で
の
民
意
を
無
視

し
辺
野
古
へ
の
土
砂
投
入
を
強
行
し

た
１２
月
１４
日
正
午
よ
り
近
鉄
上
本

町
駅
頭
で
「
沖
縄
連
帯
行
動
」
を
参

加
１０
人
で
実
施
。
安
倍
政
権
の
強
権

姿
勢
に
抗
議
す
る
場
と
な
り
、
「
辺

野
古
新
基
地
建
設
工
事
の
中
止
を
求

め
る
請
願
署
名
」
も
３２
筆
寄
せ
ら
れ

る
結
果
と
な
り
ま
し
た 

ま
た
こ
の

行
動
で
は
、
土
砂
が
投
入
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
大
浦
湾
の
海
に
生
き
る

ク
マ
ノ
ミ
や
サ
ン
ゴ
の
写
真
↓
が
紹

介
さ
れ
た
「
抗
議
ハ
ガ
キ
」
も
配
ら

れ
、 

好
評 

で
し 

た
。 

  今月の言葉 
 「殺人予告や‶殺せ〟という扇動があり…」 
２０１７年末、私はドイツの「移住者」の一人に

なった。ドイツでは一般的に、難民も移民も「移住
者」と表現する。 
日本で私に対する殺人予告や、「殺せ」という扇

動があり、沈静化するまで自分自身を鍛えようとド
イツに来たものの、ドイツ語力ゼロで始めた生活
は、やはり困難を極めた。 
(岩波「世界」12 月号「移民社会の闘う民主主義」
辛淑玉＝シン・スゴ） 
 日本は在日コリアン３世を排斥する国なのか！ 
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